
社会とつながる学校
玉村町立玉村中学校

★★★☆☆☆☆☆☆☆☆

令和３年度 ２０２１年７月８日 自分で考える力を育てる 【笑顔あふれる学校】

■■■ 「認知症サポーターキャラバン」 ■■■

玉村町健康福祉課・玉村町地域包括支援センターつのだ・やくば
厚生労働省は、認知症に対する正しい知識と理解を

持ち、地域で認知症の人やその家族に対してできる範囲

で手助けする「認知症サポーター」を全国で養成し、認知

症高齢者等にやさしい地域づくりを進めています。

そこで玉村中学校では、ヤングケアラーなど社会の状

況を踏まえ、玉村町健康福祉課・玉村町地域包括支援

センターつのだ・玉村町地域包括センターやくばの皆さ

んの力をお借りして、「認知症サポーター養成講座」を実

施しました。

■◇◆□■◇◆□■◇◆□■◇◆□■◇◆□■◇□

日時： 令和３年７月７日（水） ６時間目 玉村中学校体育館

対象： 玉村中学校３年生 １５１人 ※２年生も２学期に受講する予定

＜生徒の感想＞

○講座の中で「記憶がまるまる抜け落ち

る体験」をしました。とても不安で辛い

気持ちになりました。

○「自分がされたら嫌なことはしない」を

大切にしようと思いました。

○認知症の方々は私たちの大先輩です。

認知症をきちんと理解して、思いやり

をもって接していきたいです。

○認知症の方々はもちろん、その家族を

支えることも地域でやっていかなけれ

ばならないと思いました。

○「超高齢社会」が進んでいる世の中で、

自分は家族、地域の一員という自覚を

持って支え合い、この輪を広げていく

ことで、誰もが安心して暮らせる社会

になると思いました。


